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会長に就任して

細野 公男 ∗

慶應義塾大学文学部

今回，藤原鎮男先生の後任として，会長の

職をお引き受けすることになりました．現在

情報知識学会は，種々の課題に直面しており，

そうした課題に迅速に取り組むことが求めら

れています．微力ではありますが，会員の皆

様方のお知恵を拝借しながら，会務を勤めて

いきたいと思っております．ご協力の程どう

ぞよろしくお願いします．

情報知識学会は，これまで多くの観点から

情報と知識に関わるテーマや問題に取り組み，

大きな成果をあげてきました．しかし，今後

さらなる発展を志向するには，常に本学会の活

動の前提である情報と知識の概念の本質を探

求し，社会の変化や発展に即応したその応用・

適用を考えていかねばならないと思います．

情報ということばを最初に使用したのは，

陸軍少佐酒井忠恕といわれます．当時は軍事

用語でしたが，その後種々の分野で使用され

るようになり，その結果，情報の定義，意味，

特徴，機能，範囲，処理方法，現実社会との

関係などに関して，それぞれの分野固有の捉

え方がなされるようになりました．

情報の定義の例として，情報をプロセスと

して捉える見方があります．そこでは情報を

人間の持っているイメージあるいは知識の変

化と密接に関連させ，それを必要とする人の

知的活動になんらかの影響を与える刺激と考

えるのです．この場合情報は主観的で受け手

志向であるとみなされます．図書館などにお

ける情報サービスは，こうした観点から展開

されているといえます．

人間との係わりを意識せずに情報を定義す

る代表例が，Shannon-Weaver流のビット列
としての情報です．こうした観点からの情報
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は，データ処理の世界での捉え方として一般

的といえましょう．ゲノムなどの世界で論議

される遺伝情報は，これらの情報の中間に位

置するように思われます．

知識も種々の側面から捉えることができる

広い概念であり，万人が納得できるような形

で定義することは，困難といえましょう．一

例として，「外界の事物やデ－タを理解・評価

しそれから意味を抽出するために使われる，

個人的・社会的に知られていることの総体・

しくみ・体系・構造」と定義することができそ

うです．換言すれば，意思決定を行うための

行動規則ともいうことができるでしょう．知

識の概念が主たる構成要素となっている分野

は多く，知識ベース，知識工学，ナレッジマ

ネジメントなど，知識の処理と関連する種々

の研究領域が存在します．

データや知識の概念は情報との類似性が高

く，その違いは，明確ではありません．これ

はデ－タ，情報，知識がさまざまの専門分野

で使われているだけでなく，一般的なことば

として日常でもよく使用されているからです．

しかしこれらを意識して区別すると，次のよ

うに考えることができます．

データは，表現メディア (文字，数字，画像，
音) で構成され，事象・現象の記述など論理
的に意味のあるメッセ－ジであり，客観的な

実在・実体とみなすことができましょう．そ

の例として，特定の状況においての価値が評

価されていないメッセ－ジ ，数値や特定の事

象・現象の記述，コンピュ－タに蓄積されそ

の後の処理の対象となるものなどがあげられ

ます．そして手元のデ－タの中に問題解決に

役立つ何かを見出したとき，このデ－タから

情報を得た，またはデ－タが情報に変化した

と考えることができます．なお，コンピュ－
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タシステムの状態を変化させるデ－タも情報

と考えることができます．

情報と知識との違いも種々の観点から捉え

ることができますが，その一例として次のよ

うに考えることができます．

•情報はばらばらでかつ断片的・個別的で
あるのに対し，知識は構造化されており

脈絡を持ち，普遍的である

•情報は時宜に適うものであり，一時的で短
命であるのに対し，知識は永続的である

•情報はメッセージの流れであるのに対し，
知識は蓄積物である．

このような捉え方は，情報の入手が知識構

造の再構築や知識の変化を誘発するが，情報

そのものが知識となるわけではないことを示

唆します．新聞に報じられた新発見は情報と

なり得ますが，それが他の記事やこれまでに

蓄積された知識とうまく融合したとき，知識

ともなります．これは情報と知識には，時間

差があることを示しています．

また，社会や組織に固有な文化は，情報や

知識の重要性，価値，有用性に関する意識に

影響を及ぼします．たとえば情報公開に関し

て行政機関がどのような態度をとるかは，そ

の文化次第でしょうし，情報の利用における

契約や知的財産権・特許権など法律と関わる

側面にもそれがみられます．

情報や知識に関わる分野はきわめて広範で

あり，現在も拡大・発展しています．またこれ

らに関する種々の活動は，現代社会に大きな影

響を及ぼします．これは，本学会の活動の重

要さ，可能性の大きさを示すだけでなく，本学

会が社会の健全な発展に大きな責任を担って

いることも示しているといえましょう．した

がって，会員諸氏がそれぞれの立場や分野で，

情報や知識の概念およびその応用をどのよう

に捉えているかを互いに理解することが，学

会の活動，プロジェクトを推進するにあたっ

て，きわめて重要といえましょう．

こうしたことを踏まえて今後の学会活動を

円滑に遂行するために，現時点で重要と考え

られるのは，以下の点であると思われます．

本学会がその役割を果たすためには，活動

目標を一層具体化し，それを強力に遂行する

必要があると思われます．この点に関しては，

会誌 12巻 1号に掲載された藤原前会長の「平
成 14年度総会 会長挨拶」で示された考え方
および方針は，非常に重要であります．

学会誌は編集体制が整備され，発行が順調

になりましたので，この体制を維持すること

が大切です．そのためには会員諸氏の積極的

な投稿が不可欠であります．編集委員会での

検討の結果，学術論文だけでなく，各種の報

告，ニュース，お知らせなどの投稿も歓迎さ

れるようになりました．学会誌は，研究成果

の発表の場であるだけでなく，情報交換の場

でもあるからです．なお，情報交換の側面で

は，月例懇話会がこれまで大きな役割を果た

してきました．今後もさらにこの活動を充実

していく必要があります．

部会活動のさらなる充実も取り組むべき

課題として重要です．現在，専門用語研究

部会，CODATA 部会，人文社会学系部会，
SGML/XML部会があり，シンポジウムやセ
ミナーを開催しています．これらの活動のよ

り一層の活性化と，さらには必要に応じた新た

な部会の設立を考える必要があると思います．

さらに，年次研究報告会の運営体制の整備

と高等学校での教科「情報」に関する取り組

みとがあげられます．理事会を頻繁に開催す

ることが困難なため，常務理事会で理事会の

活動の一部を代行することが行われてきまし

た．これは円滑な学会活動の運営を考えれば，

妥当と考えられますが，手続き的には十分こ

なれていない部分があることも事実です．役

員選挙の方式についても同様です．定款の見

直しも含め，こうした点を整備する必要があ

ると思います．しかし，学会運営にとって最

も重要なのは，人の和であると思います．小

さな学会でありますので，あまりフォーマル

にならず，阿吽の呼吸で会務をこなしていく

ことがあっても良いといえましょう．

最後に会員諸賢の一層のご支援，ご協力を

重ねてお願い致します．
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